
（広島商工会議所　産業・地域振興部　地域振興チーム内）
担当（大巳・楢崎）　　　　　　　　　　　　　　　　
営業時間　月～金曜日　８：～：（祝日は除く）

広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

人
情
田
舎
体
験

絆
の
大
切
さ
じ
っ
く
り
学
ぶ

（広島商工会議所　産業・地域振興部　地域振興チーム内）
担当（大巳・楢崎）　　　　　　　　　　　　　　　　
営業時間　月～金曜日　８：～：（祝日は除く）

広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

中
国
地
方
最
大
の
民
泊
受
け
入
れ
人
数

最
高
の
学
び
は
大
自
然
と
素
朴
な
人
々

体験・交流型の修学旅行を提案

（広島商工会議所　産業・地域振興部　地域振興チーム内）
担当（大巳・楢崎）　　　　　　　　　　　　　　　　
営業時間　月～金曜日　８：～：（祝日は除く）　

広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

広
島
港
か
ら
船
で

分

瀬
戸
内
海
の
牡
蠣
と
民
泊
の
島

（広島商工会議所　産業・地域振興部　地域振興チーム内）
担当（大巳・楢崎）　　　　　　　　　　　　　　　　
営業時間　月～金曜日　８：～：（祝日は除く）　

広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

心
や
す
ら
ぐ
日
本
の
原
風
景

瀬
戸
内
に
浮
か
ぶ
感
動
の
島

絆や命の大切さを身をもって学ぶ人情田舎民泊体験

語
り
部
を
囲
ん
で
平
和
学
習

太
田
川
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

神
楽
よ
さ
こ
い
練
習
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広
島
県
の
北
西
部
に
位
置

す
る
安
芸
太
田
町
は
、
西
中

国
山
地
国
定
公
園
な
ど
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
県
内
で

唯
一
、
山
地
率

％
を
超
え

る
山
間
の
町
で
、
広
島
市
中

心
部
か
ら
車
で
た
っ
た

分

と
近
く
に
あ
り
ま
す
。
昔
も

今
も
人
々
は
お
互
い
を
思
い

や
り
、
先
祖
を
敬
い
、
命
の

大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。

　
広
島
県
内
最
少
人
口
（
６

６
０
０
人
弱
）
で
あ
り
な
が

ら
、
地
域
の
結
束
の
象
徴
で

あ
る
お
寺
は

以
上
、
神
楽

団
は

団
体
、
消
防
団
活
動

が
盛
ん
な
こ
と
な
ど
か
ら
、

人
々
の『
絆
』が
極
め
て
強
い

町
で
す
。人
情
あ
ふ
れ
、絆
を

大
切
に
す
る
町
民
宅
へ
民
泊

す
る
か
ら
こ
そ
日
本
が
古
く

か
ら
大
切
に
し
て
き
た
「
互

い
を
思
い
や
る
こ
と
、
人
と

人
と
が
協
力
し
な
が
ら
生
き

る
こ
と
の
大
切
さ
」を
考
え
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
受
け
入
れ
家
庭
は
現
在


軒
で
１
６
０
人
の
受
け
入
れ

（
隣
接
す
る
北
広
島
町
と
の

合
同
受
け
入
れ
で
は
４
０
０

人
）
が
可
能
で
す
。
教
育
旅

行
に
か
け
る
想
い
を
共
有
し

て
も
ら
っ
た
家
庭
の
皆
さ
ん

は
、
日
本
の
将
来
を
担
う
若

者
た
ち
に
接
す
る
こ
と
を
喜

び
と
し
、
全
国
の
生
徒
さ
ん

に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。さ
あ
皆
さ
ん
、

人
情
田
舎
体
験
の
ま
ち
安
芸

太
田
町
へ
き
ん
さ
い
や
！

（
来
て
下
さ
い
ね
！
）

　
人
情
田
舎
民
泊
体
験
（
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
）

　
民
泊
体
験
で
は
、
都
市
部

で
は
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

人
と
人
と
の
信
頼
関
係
、
家

族
の
絆
、命
を
育
む
大
切
さ
、

命
を
い
た
だ
く
有
難
さ
な
ど

を
身
を
も
っ
て
学
び
ま
す
。

特
に
山
間
部
な
ら
で
は
の
食

生
活
、
保
存
食
や
伝
統
料
理

な
ど
を
取
り
入
れ
た
共
同
調

理
を
通
じ
、
食
育
を
学
ぶ
絶

好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
の
主
力
は
人
口

の

・
３
％
（
県
内
１
位
の

高
齢
化
率
）
を
占
め
る
高
齢

者
で
す
。
数
十
年
後
、
日
本

が
直
面
す
る
「
超
高
齢
化
社

会
」
が
す
で
に
到
達
し
て
い

る
当
町
で
民
泊
体
験
を
す
る

こ
と
で
「
超
高
齢
化
社
会
」

を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
若
者

に
将
来
の
日
本
を
考
え
る
機

会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
お
薦
め
体
験
１
　
太
田
川

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
安
全
管
理
教
育
を
徹
底
的

に
施
さ
れ
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
指
導
し
、
約
３
㌔
㍍

の
コ
ー
ス
を
全
員
の
協
力
の

も
と
、
２
時
間
程
度
で
下
り

ま
す
。
激
流
で
は
な
い
当
町

の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
力
を

合
わ
せ
て
下
る
こ
と
を
主
目

的
と
し
、
「
教
育
旅
行
的
素

材
」
と
し
て
は
十
分
な
効
果

が
あ
り
、
か
つ
安
全
性
を
兼

ね
備
え
た
教
育
旅
行
向
け
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

　
お
薦
め
体
験
２
　
安
芸
太

田
式
平
和
教
育

　
当
町
に
は
現
在
５
０
０
人

以
上
の
被
爆
者
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
原
爆
投
下
直
後
の

凄
惨
な
状
況
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、

年
に
も
及
ぶ
長
い

人
生
を
ど
ん
な
思
い
で
生
き

て
こ
ら
れ
た
か
、
ど
ん
な
辛

苦
に
耐
え
日
本
の
復
興
を
支

え
て
き
た
の
か
を

～

人

ご
と
の
車
座
で
聞
く
相
互
意

見
交
換
型
の
講
話
体
験
を
提

案
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
和
公
園
で
資
料
館
を
見

学
し
た
後
、
町
内
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
安
芸
太
田
式
平

和
教
育
を
受
け
て
い
た
だ
く

と
教
育
効
果
が
大
変
大
き
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
お
薦
め
体
験
３
　
神
楽
よ

さ
こ
い

　
生
徒
た
ち
が
社
会
に
出
た

時
、
自
分
の
考
え
方
と
違
う

人
間
と
上
手
く
折
り
合
い
を

つ
け
て
一
緒
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
て
い
く
か
が
重
要
で
、
志

の
共
有
や
組
織
を
ど
う
作
り

運
営
し
て
い
く
か
が
必
要
で

す
。
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

に
最
適
な
こ
の
神
楽
よ
さ
こ

い
は
、
地
域
に

伝
わ
る
伝
統
芸

能
神
楽
を
よ
さ

こ
い
調
に
ア
レ

ン
ジ
し
、
太
鼓

や
笛
の
音
を
バ

ッ
ク
に
踊
り
ま

す
。
役
割
を
決

め
て
進
め
る
こ

と
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
醸
成
で

き
ま
す
。

民泊家庭での心温まる団らん

スポーツ雪合戦

ラフティング体験

森
林
間
伐
体
験
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広
島
県
北
東
部
に
位
置
す

る
庄
原
市
は
、
中
国
山
地
の

ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
、
島

根
県
、
鳥
取
県
、
岡
山
県
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

５
年
３
月
に
は
尾
道
と
松
江

を
結
ぶ
中
国
横
断
自
動
車
道

「
中
国
や
ま
な
み
街
道
」
が

全
線
開
通
し
、
山
陽
と
山
陰

を
結
ぶ
中
継
拠
点
と
し
て
世

界
遺
産
や
文
化
遺
産
、
自
然

遺
産
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
庄
原
市
で
は
、
夏
の
新
緑

や
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
な
ど

が
さ
と
や
ま
の
四
季
を
彩
り

ま
す
。
ま
た
、
農
業
生
産
量

が
広
島
県
内
最
大
級
で
、
穀

物
、
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
な

ど
そ
の
形
態
も
多
様
で
す
。

こ
の
よ
う
な
資
源
を
生
か

し
、
豊
か
な
自
然
や
農
林
業

な
ど
を
中
心
に
、
庄
原
市
全

域
で
四
季
を
通
じ
た
体
験
が

可
能
で
す
。

　
心
を
育
む
民
泊
体
験
（
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
）

　
現
在
庄
原
市
で
は
１
４
５

軒
の
受
け
入
れ
家
庭
が
あ

り
、
３
２
０
人
程
度
の
受
け

入
れ
が
可
能
で
す
。
庄
原
市

の
民
泊
体
験
で
は
、
生
徒
の

皆
さ
ん
を
家
族
の
一
員
と
し

て
迎
え
入
れ
、
一
緒
に
笑
っ

た
り
、
協
力
し
た
り
、
時
に

は
叱
っ
た
り
と
、同
じ
時
間
、

体
験
を
共
有
し
人
と
の
絆
や

温
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
「
知
識
で
は
分
か
っ

て
い
て
も
実
際
に
体
験
す
る

と
上
手
く
い
か
な
い
」
と
い

う
経
験
と
、
そ
こ
か
ら
自
分

で
考
え
、
実
践
し
達
成
で
き

る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　
自
然
と
寄
り
添
う
さ
と
や

ま
の
生
活
と
、
そ
こ
に
生
き

る
人
々
の
英
知
に
は
子
ど
も

た
ち
の
能
力
を
育
む
力
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
今
、
庄
原
市

の
「
人
と
資
源
」
が
大
き
く

貢
献
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
■
お
薦
め
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

　
８
人
乗
り
の
特
殊
な
ゴ
ム

ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
川
を
下

る
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
主
体
性
の

醸
成
に
最
適
で
す
。
フ
ィ
ー

ル
ド
と
な
る
西
城
川
（
コ
ー

ス
全
長
約
５
㌔
）
で
は
、
中

国
山
地
の
美
し
い
大
自
然
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
西
城
川
は
古
来

よ
り
舟
運
と
し
て
利
用
さ

れ
、
今
で
も
そ
の
名
残
り
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
歴

史
、
地
理
、
環
境
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦

　
「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
」
と
し
て
世
界
中
に
広
が

り
、
国
際
大
会
も
開
催
さ
れ

て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
雪
合

戦
」
。
庄
原
市
で
は
、
西
日

本
最
大
規
模
の
雪
合
戦
大
会

が
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

２
０
１
６
年
の
全
国
大
会
で

は
、小
学
生
、レ
デ
ィ
ー
ス
、

一
般
の
３
部
門
で
優
勝
す
る

な
ど
、
全
国
で
も
屈
指
の
強

豪
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
略
、
戦
術
を
必
要
と
し
、

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
勝

利
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
一
瞬

の
判
断
力
と
精
神
力
、
何
よ

り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
問
わ

れ
る
戦
術
性
の
高
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
森
林
間
伐
体
験

　
中
山
間
地
域
で
は
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

山
林
の
保
全
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
学

び
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
探
求

型
の
地
域
社
会
貢
献
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
枝
打
ち
や
間

伐
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の

体
験
を
通
じ
て
、
中
山
間
地

域
の
現
状
と
課
題
を
理
解
す

る
だ
け
で
な
く
、
課
題
解
決

に
向
け
て
自
分
で
考
え
実
践

す
る
力
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

家族の大切さや人の温かさを思い出にお別れ

牡
蠣
打
ち
体
験

農
家
で
の
家
業
体
験

瀬戸内海でシーカヤック体験
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広
島
県
江
田
島
市
は
、
広

島
港
（
広
島
市
）
か
ら
船
で

約

分
の
位
置
に
あ
り
ま

す
。
世
界
遺
産
の
原
爆
ド
ー

ム
や
宮
島
か
ら
近
く
、
特
に

宮
島
か
ら
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー

す
る
と
約

分
で
入
島
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

江
田
島
市
は
橋
で
本
土
と
接

続
し
て
い
ま
す
の
で
、
陸
路

で
島
に
入
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
所
要
時
間
は
、
広
島
市

内
か
ら
約
１
時
間

分
で

す
。

　
心
と
コ
コ
ロ
の
交
流

　
民
泊
体
験
と
家
業
体
験

　
江
田
島
市
で
は
、
現
在
約

１
０
０
軒
の
受
け
入
れ
家
庭

が
あ
り
、
最
大
２
４
０
人
の

受
け
入
れ
が
可
能
で
す
。

　
江
田
島
市
の
民
泊
体
験
で

は
、
生
徒
を
お
客
さ
ま
と
し

て
で
は
な
く
、
家
族
の
一
員

と
し
て
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。
家
族
み
ん
な
で
一
緒
に

食
事
を
作
り
、
食
べ
、
団
ら

ん
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
家

族
の
大
切
さ
や
人
の
温
か
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
家
業
体
験
で
は
、

受
け
入
れ
家
庭
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
内
容
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
家
庭

の
家
業
や
生
業
で
あ
る
農

業
、
漁
業
な
ど
の
営
み
を
そ

の
ま
ま
体
験
し
、
受
け
入
れ

家
庭
と
常
に
行
動
を
共
に
す

る
こ
と
で
、
心
と
コ
コ
ロ
の

交
流
が
深
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
江
田
島
市
産
の

野
菜
や
魚
介
類
を
調
理
し
食

べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
新
鮮

で
安
全
な
農
作
物
、
魚
介
類

の
お
い
し
さ
、
食
の
大
切
さ

な
ど
も
実
感
で
き
ま
す
。

　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
体
験

　
江
田
島
市
に
は
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
は
牡

蠣
打
ち
体
験
で
す
。
江
田
島

市
の
牡
蠣
生
産
量
は
、
毎
年

全
国
で
１
、
２
位
を
競
っ
て

お
り
、
全
国
生
産
量
の
約


％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

体
験
は
江
田
島
市
で
し
か
味

わ
え
な
い
体
験
で
す
。
牡
蠣

が
ど
の
よ
う
な
作
業
過
程
を

経
て
で
き
る
か
を
学
び
、
ま

た
、
牡
蠣
が
自
然
界
で
果
た

し
て
い
る
役
割
な
ど
の
環
境

学
習
も
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
は
、
世
界

三
大
兵
学
校
の
一
つ

で
あ
る
海
上
自
衛
隊

（
旧
海
軍
兵
学
校
）

で
す
。
米
国
の
ア
ナ

ポ
リ
ス
、
英
国
の
ダ

ー
ト
マ
ス
と
と
も
に

海
軍
の
世
界
三
大
兵

学
校
と
し
て
そ
の
名

を
馳
せ
ま
し
た
。
校

内
で
は
高
校
生
と
同

年
代
の
若
き
特
攻
隊

員
た
ち
の
遺
書
な
ど
を
通
し

て
「
平
和
の
大
切
さ
」
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
を
語
る

　
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
放
射

能
被
害
を
受
け
た
大
勢
の
方

々
の
中
に
、
江
田
島
市
在
住

の
被
爆
者
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
被
爆
者
の
体

験
や
思
い
を
ク
ラ
ス
ご
と
の

小
単
位
で
聞
き
、
対
話
す
る

こ
と
で
平
和
学
習
と
し
て
の

教
育
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
島
な
ら
で
は
の
体
験

　
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
「
島
」
な
ら
で
は
の
生
活

に
触
れ
る
こ
と
で
、
私
生
活

で
見
失
っ
た
も
の
を
顧
み
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
日
本

を
担
う
生
徒
た
ち
の
役
に
立

て
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
来
島

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
受

け
入
れ
家
庭
を
対
象
と
し
た

食
品
衛
生
、
安
全
対
策
な
ど

の
研
修
会
を
行
い
、
万
全
の

態
勢
で
お
迎
え
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
江
田
島
市
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
最
適
な
櫂
伝
馬
体
験

島ならではのフェリーでお別れ

瀬
戸
内
海
で
船
釣
り
体
験

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

農業や食を学ぶ農業体験
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広
島
県
大
崎
上
島
町
は
、

瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
面
積
約

平
方
㌔

㍍
、
人
口
約
８
千
人
の
離
島

で
す
。
本
土
と
は
、
竹
原
、

安
芸
津
港
と
フ
ェ
リ
ー
で
海

上
約

分
で
結
ば
れ
、
そ
の

他
、
大
崎
下
島
、
大
三
島
、

今
治
市
と
の
航
路
も
あ
り
ま

す
。離
島
で
は
あ
る
も
の
の
、

山
陽
自
動
車
道
、
広
島
空
港

な
ど
で
主
要
都
市
と
は
短
時

間
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
海
特
有
の
温
暖
な

気
候
と
風
光
明
媚
な
環
境
の

中
、
島
と
い
う
限
ら
れ
た
土

地
に
生
き
、
造
船
業
、
海
運

業
、
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン
、
デ

コ
ポ
ン
な
ど
多
種
類
の
柑
橘

栽
培
を
は
じ
め
と
す
る
農

業
、
水
産
業
な
ど
、
先
人
た

ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成

年
よ
り
体
験
型
修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
向
け

て
ス
タ
ー
ト
し
、島
の
特
性
、

文
化
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
一
番
の
お
薦
め
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
櫂
伝
馬
体

験
」
で
す
。
昔
は
陸
の
伝
達

手
法
は
早
馬

で
し
た
が
、

櫂
伝
馬
は
海

で
の
情
報
伝

令
の
役
目
を
担
っ
た
木
造
船

で
、

人
の
漕
ぎ
手
と
太
鼓

１
人
、
船
頭
１
人
の

人
が

乗
り
込
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
役
割
を
担

い
、
独
特
の
掛
け
声
と
太
鼓

で
調
子
を
合
わ
せ
、
心
を
一

つ
に
し
て
櫂
を
動
か
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
育
成
に
比
類
の
な
い
、

学
校
教
育
に
は
極
め
て
有
効

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
の
穏
や
か

な
海
を
渡
り
甘
藻
場
で
海
の

生
命
に
つ
い
て
学
ぶ
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
、
刺
網
漁
や
船

釣
り
、
波
止
釣
り
で
と
れ
た

ば
か
り
の
魚
の
調
理
体
験
、

タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
漁
業

体
験
、
温
暖
な
気
候
で
育
ま

れ
た
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン
、
デ

コ
ポ
ン
、
は
る
み
な
ど
の
多

種
類
の
柑
橘
や
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど

の
栽
培
過
程
を
学
ぶ
農
業
体

験
、
広
島
商
船
高
等
専
門
学

校
の
練
習
船
「
広
島
丸
」
を

使
っ
た
海
洋
環
境
学
習
の
ほ

か
、
船
舶
の
舵
取
り
や
エ
ン

ジ
ン
ル
ー
ム
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
を
学
べ
る
体
験
乗
船
な
ど

で
島
を
ま
る
ご
と
体
験
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　
民
泊
登
録
家
庭
も
１
６
０

軒
を
超
え
、
約
３
２
０
人
の

受
け
入
れ
が
可
能
で
、
島
の

人
々
と
生
活
を
共
に
す
る
こ

と
で
豊
か
な
自
然
と
島
独
特

の
人
情
を
感
じ
て
い
た
だ

き
、
島
の
人
々
の
生
き
方
や

命
の
源
の
食
生
産
を
担
う
農

山
漁
村
の
役
割
を
考
え
、
理

解
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら「
ま
る
ご
と
島
体
験
」

か
ら
、自
ら
の
生
活
や
家
庭
、

生
き
方
を
省
み
る
機
会
と
な

り
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
心

を
育
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
来
島

い
た
だ
け
る
よ
う
安
全
、
衛

生
、
防
火
な
ど
各
種
講
習
会

を
行
い
、
万
全
の
体
制
で
皆

さ
ま
を
お
迎
え
致
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
大
崎
上
島
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
【
お
薦
め
体
験
】

　
櫂
伝
馬
（
体
験
人
数
１
１

２
人
）

　
和
船
文
化
を
受
け
継
ぐ
大

崎
上
島
に
２
０
０
年
以
上
も

前
か
ら
伝
わ
る
木
造
船
。
瀬

戸
内
の
水
軍
が
偵
察
船
と
し

て
使
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る

櫂
伝
馬
で
心
を
一
つ
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
び

ま
す
。

　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
（
体
験
人

数
１
０
０
人
）

　
無
人
島
周
辺
を
航
海
し
ま

す
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
稚
魚

が
棲
む
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
」

と
呼
ば
れ
る
瀬
戸
内
海
で
も

有
数
の
甘
藻
場
を
観
察
し
環

境
学
習
を
し
ま
す
。

　
農
作
業
体
験
（
体
験
人
数

１
０
０
人
）

　
瀬
戸
内
海
特
有
の
温
暖
な

気
候
で
育
っ
た
柑
橘
類
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ト
マ
ト
、
イ

チ
ゴ
な
ど
の
栽
培
過
程
か
ら

農
業
の
厳
し
さ
を
学
び
、
食

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
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